
   もう新年気分ではありませんが、あけましておめでとうございます。  
今年も宜しくお願いします。 
昨年末から各地で大雪に見舞われるなど大変な冬になっていますね。 
日本の行く末を感じさせるニュースが飛び込んだり… 
平和な日々が続く事を祈るばかりです。 

 
 
今回はうさおさん、健さんに加えて、Tomy jr.さんからの投句がありました。 
前号に間に合わなくて申し訳ありませんでした。 
さっそく作品を拝見しましょう。  
 
 
  
豆腐屋さんは早朝…と思いますが夕暮れにも来るのでしょうか？ 

 昔は朝餉夕餉にお味噌汁だったので朝も夕方もラッパが聞こえたのかな～ 
 このままで良いのですが、無季なので季語を使うのならば冬の季語で、 
   ＊豆腐屋のラッパ薄暮の窓寒し 

   ＊豆腐屋のラッパの長さ冬ざるる 

 
 
 キャッチボールをしていてボールの速さにお子さんの成長を思ったのですね。 
 発想は良いのですがリズムが少し崩れています。 
   ＊パンと鳴るグラブや吾子の背の高さ 

 さらに季語を、ここでは秋を使ってみました。 
   ＊グローブの手応え強き吾子の秋 

 
  
猫の日向ぼっこが浮かんできます。順序を少し入れ替えるとリズムが良くなりますよ。 

   ＊物置に猫の気配や日向ぼこ 

 
 
 猫を主体にするか紅葉にするか…焦点を絞ると句がはっきりしてきます。 
 猫で軽く切れを効かすと季語の紅葉（ここでは冬の季語散紅葉にしました） 
 が生きてきますし、猫の姿も見えてきます。 
   ＊朝風呂の窓覗く猫散紅葉 

  
 
このままでよいのですが、やはり無季なので季語を使ってみます。 

パン！と鳴るグラブに子の成長を知り 

豆腐屋のラッパ薄暮の窓の外 

気配あり物置に猫日向ぼこ 

朝風呂の窓に紅葉と猫の顔 

朝の陽に寝たい起きたい休みの日 



  蒲団の中でなかなか起きられない葛藤の作者が見えてきませんか。 
   ＊朝寒や寝たい起きたい休みの日 

Tomy jr.さんの句はわかりやすい言葉で素直に表現されていると思います。 
無季でも良いのです。五七五に見た事柄をそのまま表現する事から、 

 俳句は始まるのですから。そしてその中に何かピタッと来る季語はないか…と 
探せば良いと思うのです。また投句して下さいね。 

 
続いてうさおさんの句です。 

 
  

中七が面白いですね。音がして…よりも落ちる音で止めた方が良いのでは。 
   ＊無花果のストンストンと落ちる音 

  
 

無花果の句もそうですがオノマトペが効果的に使われています。 
  散るや・・と軽く切った方が橡落葉がはっきりと見えてくるのでは・・ 
   ＊華奢華奢とくぬぎも散るや山の道 

 
  

中七が寒さにかかるのか子等の声にかかるのかがはっきりしないようです。 
  私は子等の声がなお高くなる「わぁ～寒い！！」って言うのを想像しました。 
  それをもう一ひねりして雪を降らせちゃいました。 
   ＊子等の声歓声となる雪景色 

 
  

良いですね、一雨一度が効果的に使われています。 
  しいて言えば上五をもうひとひねり 
   ＊暮易し一雨一度の山路かな 

  冬の日の短さで寒さも感じられるし句に広がりがでるのでは・・ 
 
 
  すごくお上手です。大好きですこの句。いいですね～ 
 
  
 

私もまだまだ夢に向かっています～前向きに前向きに 
   ＊夢未だ捨ててはおらず冬の朝 

＊真直ぐに夢に向かひて冬の朝 

無花果のストンと落ちる音がして 

華奢華奢とくぬぎも散るか山の道 

子等の声なお一層の寒さかな 

身に凍みる一雨一度の山路かな 

日溜まりに犬は恵方を眺めおり 

夢はまだ捨てられずに冬の朝 



うさおさん、俳句お上手になられましたね。次号の投句楽しみにしています。 
 
最後に健さんの句です。健さんお身体はいかがでしょうか？ 
心配していますが、無理なさらずに焦らずに、のんびり静養なさってください。 
 
  
 
本の背丈を揃える…何気ない事がこんなに良い句になります。 

 年の瀬に本の整理をしている作者の姿まで見えるような気がしませんか？ 
 
  
これもびっくりする程（ごめんなさい～笑）良い句です。 

 中七が少し説明っぽくはありますが、でも高みに置くっていう言葉は解る気が… 
やっぱりこのままで充分かな～ 
 
 

 これも良いと思います。 
 ただ、病院のガラス越しに日向ぼっこした。という説明で終わってしまうので、 

季語をまったく違ったものにするとか、日向ぼことかけはなれた事柄を持ってくると、 
もっと句が広がるかも 

   ＊数少し減る投薬や日向ぼこ 

   ＊点滴のスローモション冬日落つ    
 あまり良い例が浮かばないけれど、季語から離れるって言う事はとても大事な基本だと 

思うのです。 
 

 
皆さん投句ありがとうございました。 
何気ない日常を五七五にしただけで、ひとつの詩が生まれます。 
  
  
  
    
 
 
 
 

次号も兼題自由です。皆様の投句お待ちしています。 
   

鳶の輪を高みに置いて山眠る 

病棟のガラス越しなる日向ぼこ 

書架の本背丈を揃え年暮るる 

若水を先づ猫が飲み犬が飲む 

「夢かなう矢」てふ破魔矢を買ひにけり   ゆうこ 


